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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の管路を有する内視鏡を収納する洗浄槽と、タンクに貯留されている液体又は大気
を上記内視鏡の管路内に送り込む送水・送気系と、上記内視鏡の管路内を通じて上記洗浄
槽に貯留された液体を排水する排水系とを備えた内視鏡洗浄装置において、上記送水・送
気系が、上記タンクに貯留されている液体を上記内視鏡の複数の管路に分配するマニュホ
ールドを用いて構成され、上記マニュホールドは上記内視鏡の複数の管路と接続する複数
の接続口を有し、上記マニュホールドが傾いて配置されており、その下がった側に上記接
続口が設けられ、上記接続口を介して、上記マニュホールド内に溜まった液体が、上記内
視鏡の管路を通って排出可能であることを特徴とする内視鏡洗浄装置。
【請求項２】
　送水・送気系を構成している管路の開閉を制御して、タンクに貯留されている液体又は
大気を送り込む内視鏡の管路を切り替える管路切替手段を設けたことを特徴とする請求項
１記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項３】
　管路切替手段は、内視鏡が有している複数の管路の中に鉗子起上又は副送水管が含まれ
ている場合、その鉗子起上又は副送水管以外の管路内に液体又は大気を送り込む時間より
、その鉗子起上又は副送水管内に液体又は大気を送り込む時間を長くしていることを特徴
とする請求項２記載の内視鏡洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内視鏡の外表面だけでなく、管路内の洗浄が可能な内視鏡洗浄装置及び内
視鏡洗浄プログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の内視鏡洗浄装置は、内視鏡の送気管路と送液管路の洗浄を確実に行えるようにす
るため、その送気管路と送液管路に送液する送液モードと、その送気管路と送液管路に送
気する送気モードとを備え、その送液モードで送液した後に、その送気モードで送気する
ようにしている。
　このように、送液モードで送液した後に、送気モードで送気することにより、送気管路
及び送液管路内の残液を確実に除去することができる。
　また、送気管路及び送液管路に対する送液や送気は、開閉弁を用いて別個独立に制御す
るが、同時に実施することができるようにしている。
　これにより、送気管路及び送液管路の洗浄時間を短縮することができる（例えば、特許
文献１参照）。
【０００３】
　なお、上記の内視鏡洗浄装置が適用する内視鏡は、送気管路と送液管路を１本ずつ備え
ているが、更に数多くの管路を備えている内視鏡が存在する。
　数多くの管路を備えている内視鏡の洗浄を行う場合でも、洗剤タンクや消毒タンク等を
管路の個数分だけ備えることは無駄が多いので、通常、各タンクを１個ずつ備えるように
している（上記の内視鏡洗浄装置は、送液ボトルを１個備えている）。
　この際、内視鏡の管路の本数が多い場合、その管路の全てをタンクに直接接続すること
は困難であるため、タンクに貯留されている液体を内視鏡の複数の管路に分配するマニュ
ホールドを備えるのが一般的である。
【０００４】
【特許文献１】特開平９－１６４１１３号公報（段落番号［００１２］から［００１３］
、図４）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の内視鏡洗浄装置は以上のように構成されているので、タンクに貯留されている液
体を内視鏡の複数の管路に分配するマニュホールドを備えれば、数多くの管路を同時に洗
浄することができる。しかし、内視鏡が微細径の管路（例えば、鉗子起上、副送水管）を
有している場合、径が大きい管路（例えば、送水・送気管、吸引管、鉗子管）に多くの液
体が流れて、微細径の管路に液体が十分流れず、微細径の管路の洗浄が不十分になること
がある課題があった。
【０００６】
　この発明は上記のような課題を解決するためになされたもので、内視鏡が微細径の管路
を有している場合でも、その微細径の管路を十分に洗浄することができる内視鏡洗浄装置
及び内視鏡洗浄プログラムを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明に係る内視鏡洗浄装置は、送水・送気系が、タンクに貯留されている液体を内
視鏡の複数の管路に分配するマニュホールドを用いて構成され、上記マニュホールド内に
溜まった液体が、上記内視鏡の管路を通って排出可能なように、上記マニュホールドが傾
斜設置されているようにしたものである。
　また、送水・送気系を構成している管路の開閉を制御して、タンクに貯留されている液
体又は大気を送り込む内視鏡の管路を切り替える管路切替手段を設けたものである。
　また、内視鏡が有している複数の管路の中に鉗子起上又は副送水管が含まれている場合
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、管路切替手段が、その鉗子起上又は副送水管以外の管路内に液体又は大気を送り込む時
間より、その鉗子起上又は副送水管内に液体又は大気を送り込む時間を長くするようにし
たものである。
　さらに、内視鏡の洗浄過程において、排水系が内視鏡の管路内を通じて洗浄槽に貯留さ
れた液体である洗浄水を排水してから、送水・送気系が大気を内視鏡の管路内に送り込む
排水工程を含んでいるようにしたものである。
　また、内視鏡の洗浄過程において、排水系が内視鏡の管路内を通じて洗浄槽に貯留され
た液体である消毒液を排水してから、送水・送気系が大気を内視鏡の管路内に送り込む消
毒液回収工程を含んでいるようにしたものである。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明によれば、送水・送気系が、タンクに貯留されている液体を内視鏡の複数の管
路に分配するマニュホールドを用いて構成され、上記マニュホールド内に溜まった液体が
、上記内視鏡の管路を通って排出可能なように、上記マニュホールドが傾斜設置されてい
るように構成したので、マニュホールドの内に溜まった液体を容易に廃液することができ
る効果がある。
　また、送水・送気系を構成している管路の開閉を制御して、タンクに貯留されている液
体又は大気を送り込む内視鏡の管路を切り替える管路切替手段を設けるように構成したの
で、内視鏡が微細径の管路を有している場合でも、その微細径の管路を十分に洗浄するこ
とができる効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
基本構成例１．
　図１はこの発明の基本構成例１による内視鏡洗浄装置を示す正面図であり、図２はこの
発明の基本構成例１による内視鏡洗浄装置を示す背面図であり、図３はこの発明の基本構
成例１による内視鏡洗浄装置を示す側面図である。また、図４は内視鏡が収納されている
洗浄槽を示す上面図である。
　図において、内視鏡洗浄装置の本体１には各種のタンクや管路などが収納され、本体１
の上部には内視鏡２を収納する洗浄槽３が設けられている。なお、洗浄槽３の上部は防水
カバー４により蓋がされる。
　本体１の内部に設けられているボトルラック５には洗剤タンク６やアルコールタンク７
などが設置される。本体１の背面には水フィルタカートリッジ８が取り付けられている。
　また、本体１の上部にはユーザが操作する操作パネル９が設けられている。
【００１０】
　図５はこの発明の基本構成例１による内視鏡洗浄装置の配管系統を示す構成図であり、
図において、送気カプラ１１は内視鏡２の送水・送気管２ａを接続するための端子であり
、吸引カプラ１２は内視鏡２の吸引管２ｂを接続するための端子である。また、鉗子カプ
ラ１３は内視鏡２の鉗子管２ｃを接続するための端子であり、Ｐ３カプラ１４は内視鏡２
の鉗子起上２ｄ（または、副送水管）を接続するための端子である。渦流ノズル１５は給
水口から供給された水を渦流水にして洗浄槽３に貯水する。
【００１１】
　管路２１は給水口が水道蛇口に接続され、水道蛇口から水を取り込む。なお、管路２１
の途中には除菌フィルタ２２が取り付けられ、除菌フィルタ２２が水に含まれている菌を
除去する。減圧弁２３は管路２１により取り込まれた水の圧力を減じて、その水を分岐す
る。
　管路２４は減圧弁２３と給水ノズル２６の間に接続され、減圧弁２３により分岐された
水を給水ノズル２６まで送液する。なお、管路２４の途中には電磁弁２５が取り付けられ
ている。
　給水ノズル２６は管路２４により送液された水を噴水して洗浄槽３に貯水する。
【００１２】
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　管路２７は減圧弁２３と電磁弁２９の間に接続され、管路２７の途中には水の逆流を阻
止する逆止弁２８が取り付けられている。
　管路３０は電磁弁２９と管路３１の間に接続され、管路３１は管路３０と渦流ノズル１
５の間に接続され、管路３１の途中にはモータバルブ３２が取り付けられている。
　管路３３は管路３０と電磁弁３４の間に接続され、管路３５は電磁弁３４と管路４５の
間に接続されている。
【００１３】
　ポンプ４０は洗剤タンク６に貯留されている洗剤を汲み上げ、電磁弁４１を介して、そ
の洗剤をマニュホールド４２に出力する。
　マニュホールド４２は洗剤タンク６やアルコールタンク７に貯留されている洗剤やアル
コール又は大気を内視鏡２の複数の管路に分配する。電磁弁４１とマニュホールド４２の
間には洗剤やアルコールの逆流を阻止する逆止弁４３が設けられている。
　ポンプ４４はアルコールタンク７に貯留されているアルコールを汲み上げ、管路４５を
介して、そのアルコールをマニュホールド４３に出力する。なお、ポンプ４４と管路４５
の間にはアルコールの逆流を阻止する逆止弁４６が設けられている。
【００１４】
　ポンプ４８は消毒タンク４７に貯留されている消毒液を汲み上げ、管路４９はポンプ４
８により汲み上げられた消毒液を消毒液蛇口５１まで送液する。管路４９の途中にはモー
タバルブ５０が取り付けられている。消毒液蛇口５１は消毒液を洗浄槽３に貯水する。
　管路５２はポンプ４８により汲み上げられた消毒液をマニュホールド４２まで送液する
。管路５２の途中には電磁弁５３が取り付けられている。
　エアポンプ５４は外部から大気を取り込み、電磁弁５５を介して、その大気をマニュホ
ールド４２まで送気する。
　電磁弁５６はマニュホールド４２と送気カプラ１１の間に接続され、電磁弁５７はマニ
ュホールド４２と吸引カプラ１２の間に接続されている。また、電磁弁５８はマニュホー
ルド４２と鉗子カプラ１３の間に接続され、電磁弁５９はマニュホールド４２とＰ３カプ
ラ１４の間に接続されている。
【００１５】
　エアーアウト６１は空気を管路６２，６４に出力する。管路６２はエアーアウト６１か
ら出力された空気をミクロバブルノズル６３まで送気する。ミクロバブルノズル６３は管
路６２により送気された空気をミクロバブルにして洗浄槽３に出力する。
　管路６４はエアーアウト６１から出力された空気を、電磁弁３２を介して、渦流ノズル
１５まで送気する。
　管路６５は管路６２により送気された空気を、電磁弁６６を介して、マニュホールド４
２まで送気する。
【００１６】
　なお、洗剤タンク６、アルコールタンク７、ポンプ４０，４４、マニュホールド４２、
管路４５、逆止弁４３，４６、消毒タンク４７、ポンプ４８、管路５２、エアポンプ５４
、エアーアウト６１及び管路６２，６５から送水・送気系が構成されている。
　また、電磁弁４１，５３，５５，５６～５９，６６から、洗剤タンク６やアルコールタ
ンク７に貯留されている洗剤やアルコール又は大気を送り込む内視鏡２の管路を切り替え
る管路切替手段を構成している。
【００１７】
　モータバルブ７２は洗浄槽３の排水口７１とポンプ７４の間に接続され、電磁弁７３は
ポンプ７４の一次側に接続されている。
　ポンプ７４は洗浄槽３に貯留されている液体又は大気を吸い込み、モータバルブ７５，
７６を介して、その液体又は大気を管路７７に出力する。
　ポンプ７８は管路７７に配送された液体又は大気、あるいは、エアーアウト６１から出
力された空気、あるいは、洗浄槽３のオーバーフロー口８３から出てきた液体を排水口に
出力する。
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　エアポンプ８１は外部から大気を取り込み、大気を漏水検知カプラ８２に出力する。エ
アー抜きプラグ８４はポンプ７８の１次側に接続されている。
　なお、ポンプ７４，７８及び管路７７から排水系が構成されている。
　モータバルブ９１はモータバルブ７６と管路９２の間に接続され、管路９２は逆止弁９
３を介して消毒接続口に接続されている。
【００１８】
　図６はこの発明の基本構成例１による内視鏡洗浄装置の電気系統を示す構成図であり、
図において、電源部１０１はセンサ１０２、コントロール部１０３及び駆動部１０４に電
力を供給する。
　センサ１０２は例えば漏水検知センサや水位レベルセンサなどが該当する。コントロー
ル部１０３はＣＰＵやメモリなどから構成され、センサ１０２の検知状況や、操作パネル
９により設定された内容にしたがって駆動部１０４を制御する。
　駆動部１０４は図５におけるポンプや電磁弁やモータバルブなどが該当する。
【００１９】
　なお、コントロール部１０３のＣＰＵはメモリに格納されている内視鏡洗浄プログラム
を実行するものであり、内視鏡洗浄プログラムは、電磁弁４１，５３，５５，５６～５９
，６６を制御して、洗剤タンク６やアルコールタンク７に貯留されている洗剤やアルコー
ル又は大気を内視鏡２の管路内に送り込む送水・送気手順のほか、ポンプ７４，７８やモ
ータバルブ７２，７５，７６等を制御して、洗浄槽３に貯留された液体を排水する排水手
順とを備えている。また、内視鏡洗浄プログラムの送水・送気手順は、電磁弁４１，５３
，５５，５６～５９，６６を制御して、洗剤タンク６やアルコールタンク７に貯留されて
いる洗剤やアルコール又は大気を送り込む内視鏡２の管路を切り替える管路切替手順を備
えている。
　図７は内視鏡洗浄プログラムのチャート構成を示す説明図である。
【００２０】
　次に動作について説明する。
　内視鏡洗浄装置のコントロール部１０３が内視鏡洗浄プログラムを実行することにより
、内視鏡２の外表面だけでなく管路内を洗浄するが、内視鏡洗浄プログラムは、図７に示
すように、貯水工程、ポンプ起動準備工程、洗浄工程、排水工程、消毒液送入工程、消毒
液浸漬工程、消毒液回収工程、貯水工程、すすぎ工程、排水工程、送気工程、工程完了を
順次実行する手順を記述している。
　以下、各工程の処理内容を説明するが、図７における“管路切替タイミング”の欄の記
号（１）～（７）は、内視鏡２の送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２ｃ及び鉗子起
上２ｄ（または、副送水管）に対する送水・送気のタイミングを示している。送水・送気
の具体的なタイミングは、図８及び図９に図示しており、いずれかのタイミングで実施さ
れる。
【００２１】
［貯水工程］
　内視鏡洗浄装置のコントロール部１０３は、最初に、貯水工程を実行する。
　貯水工程の第１段階では、図５に示すように、内視鏡２がセットされている洗浄槽３に
洗浄水を貯留するため、電磁弁２５，２９及びモータバルブ３２を開にする。
　これにより、給水口から水が取り込まれ、除菌フィルタ２２→管路２１→減圧弁２３→
管路２４→電磁弁２５→給水ノズル２６のルートで水が送液される。このため、給水ノズ
ル２６から上向きに噴水されて、その水が内視鏡２の外表面にかかりながら、洗浄槽３に
貯留される。
　また、給水口から取り込まれた水は、除菌フィルタ２２→管路２１→減圧弁２３→逆止
弁２８→管路２７→電磁弁２９→管路３０→モータバルブ３２→渦流ノズル１５のルート
で送液される。このため、渦流ノズル１５から渦流水が洗浄槽３に流入されて貯水される
。
【００２２】
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　次に、貯水工程の第１段階では、内視鏡２がセットされている洗浄槽３に洗剤を注入す
るため、ポンプ４０を起動するとともに、電磁弁３４を閉にして、電磁弁４１，５６～５
９を開にする。
　これにより、ポンプ４０により洗剤タンク６から汲み上げられた洗剤は、電磁弁４１を
介してマニュホールド４２に送液されたのち、マニュホールド４２によって送気カプラ１
１、吸引カプラ１２、鉗子カプラ１３及びＰ３カプラ１４に分配され、内視鏡２の送水・
送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２ｃ及び鉗子起上２ｄ（または、副送水管）に送り込ま
れる。
　その後、洗剤は、内視鏡２の送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２ｃ及び鉗子起上
２ｄを通過して、洗浄槽３の貯留水に注入される。
【００２３】
　ただし、洗浄槽３の貯留水に洗剤を注入する際には、電磁弁４１を常時開にするが、図
８の切替タイミング（１）で電磁弁５６～５９を開閉する。
　即ち、電磁弁５６，５７を開いて（電磁弁５８，５９は閉）、洗剤を送水・送気管２ａ
と吸引管２ｂに送り込んでから、電磁弁５６，５７を閉じて、電磁弁５９を開くことによ
り、洗剤を鉗子起上２ｄ（または、副送水管）に送り込むようにする。
　その後、電磁弁５９を閉じて、電磁弁５６，５８を開くことにより、洗剤を送水・送気
管２ａと鉗子管２ｃに送り込むようにする。
　このように、洗剤を鉗子起上２ｄ（または、副送水管）にのみ送り込むタイミングを設
けているのは、鉗子起上２ｄ（または、副送水管）の径が、送水・送気管２ａ、吸引管２
ｂ及び鉗子管２ｃの径に比べて微細であり、また、鉗子起上２ｄの内にワイヤが存在して
いる特殊性から、電磁弁５６～５９を同時に開にすると、径が大きい送水・送気管２ａ、
吸引管２ｂ及び鉗子管２ｃに多くの洗剤が流れて、鉗子起上２ｄ（または、副送水管）に
洗剤がほとんど流れない状況が発生するからである。
　なお、図１０は洗剤を注入する工程を２回繰り返している例を示している。
【００２４】
　貯水工程の第２段階では、内視鏡２がセットされている洗浄槽３に洗浄水を貯留すると
ともに、内視鏡２の送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２ｃ及び鉗子起上２ｄ（また
は、副送水管）に残っている洗剤を洗浄槽３に流し込むため、ポンプ４０を停止して、電
磁弁２５，２９，３４及びモータバルブ３２を開にする。
　これにより、給水口から水が取り込まれ、除菌フィルタ２２→管路２１→減圧弁２３→
管路２４→電磁弁２５→給水ノズル２６のルートで水が送液される。このため、給水ノズ
ル２６から上向きに噴水されて、その水が内視鏡２の外表面にかかりながら、洗浄槽３に
貯留される。
　また、給水口から取り込まれた水は、除菌フィルタ２２→管路２１→減圧弁２３→逆止
弁２８→管路２７→電磁弁２９→管路３０→モータバルブ３２→渦流ノズル１５のルート
で送液される。このため、渦流ノズル１５から渦流水が洗浄槽３に流入されて貯水される
。
　また、給水口から取り込まれた水は、除菌フィルタ２２→管路２１→減圧弁２３→逆止
弁２８→管路２７→電磁弁２９→管路３０→管路３３→電磁弁３４→管路４５→逆止弁４
３→マニュホールド４２→電磁弁５６～５９→送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２
ｃ、鉗子起上２ｄ（または、副送水管）のルートで送液される。このため、送水・送気管
２ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２ｃ、鉗子起上２ｄを通じて、水が洗浄槽３に貯水される。
【００２５】
　ただし、送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２ｃ、鉗子起上２ｄに通水する際には
、電磁弁３４を常時開にするが、図８の切替タイミング（１）で電磁弁５６～５９を開閉
する。
　即ち、電磁弁５６，５７を開いて（電磁弁５８，５９は閉）、水を送水・送気管２ａと
吸引管２ｂに送り込んでから、電磁弁５６，５７を閉じて、電磁弁５９を開くことにより
、水を鉗子起上２ｄ（または、副送水管）に送り込むようにする。
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　その後、電磁弁５９を閉じて、電磁弁５６，５８を開くことにより、水を送水・送気管
２ａと鉗子管２ｃに送り込むようにする。
　このように、水を鉗子起上２ｄ（または、副送水管）にのみ送り込むタイミングを設け
ているのは、鉗子起上２ｄ（または、副送水管）の径が、送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ
及び鉗子管２ｃの径に比べて微細であり、また、鉗子起上２ｄの内にワイヤが存在してい
る特殊性から、電磁弁５６～５９を同時に開にすると、径が大きい送水・送気管２ａ、吸
引管２ｂ及び鉗子管２ｃに多くの水が流れて、鉗子起上２ｄ（または、副送水管）に水が
ほとんど流れない状況が発生するからである。
【００２６】
貯水工程の第３段階では、洗浄槽３内の水位レベルセンサが、洗浄槽３内の貯水量が所定
の水量に到達したことを検知すると、コントロール部１０３が貯水工程を完了し、電磁弁
２５，２９及びモータバルブ３２を閉じて、ポンプ起動準備工程に移行する。
【００２７】
［ポンプ起動準備工程］
　内視鏡洗浄装置のコントロール部１０３は、ポンプ起動準備工程の第１段階では、洗浄
槽３の洗浄水を排出するため、モータバルブ７２，７５，７６を開にして、ポンプ７４，
７８を起動する。
　これにより、洗浄槽３の洗浄水が排水口７１から管路７７を通って外部に排出される。
【００２８】
　次に、コントロール部１０３は、再度、送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２ｃ及
び鉗子起上２ｄ（または、副送水管）の中に洗剤を注入するため、ポンプ４０を起動して
、電磁弁４１，５６～５９を開にする。
　これにより、ポンプ４０により洗剤タンク６から汲み上げられた洗剤は、電磁弁４１を
介してマニュホールド４２に送液されたのち、マニュホールド４２によって送気カプラ１
１、吸引カプラ１２、鉗子カプラ１３及びＰ３カプラ１４に分配され、内視鏡２の送水・
送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２ｃ及び鉗子起上２ｄ（または、副送水管）に送り込ま
れる。
　その後、洗剤は、内視鏡２の送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２ｃ及び鉗子起上
２ｄを通過して、洗浄槽３の洗浄水に注入される。
　ただし、この場合も、洗剤を十分に鉗子起上２ｄ（または、副送水管）に送り込むため
、図１１及び図８の切替タイミング（２）で電磁弁５６～５９を開閉する。
　即ち、電磁弁５６，５７，５９を開いて（電磁弁５８は閉）、洗剤を送水・送気管２ａ
と吸引管２ｂと鉗子起上２ｄ（または、副送水管）に送り込んでから、電磁弁５６，５７
を閉じて、洗剤を鉗子起上２ｄ（または、副送水管）にのみ送り込むようにする。
　その後、電磁弁５６，５８を開くことにより、洗剤を送水・送気管２ａと鉗子管２ｃに
送り込むようにする。
【００２９】
　ポンプ起動準備工程の第２段階では、水位レベルセンサが洗浄槽３内の洗浄水が所定の
水位まで排出されたことを検知すると、ポンプ起動準備工程を完了し、洗浄工程に移行す
る。
【００３０】
［洗浄工程］
　内視鏡洗浄装置のコントロール部１０３は、洗浄工程の第１段階では、洗浄槽３の洗浄
水で内視鏡２の外表面と管路内部を洗浄するため、ポンプ７４を起動するとともに、モー
タバルブ３２を閉じて、電磁弁６６を開にする。
　これにより、洗浄槽３の洗浄水が、排水口７１→モータバルブ７２→ポンプ７４→モー
タバルブ７５，７６→エアーアウト６１→管路６２→ミクロバブルノズル６３→洗浄槽３
のルートで還流するので、内視鏡２の外表面が洗浄される。
　また、洗浄槽３の洗浄水が、排水口７１→モータバルブ７２→ポンプ７４→モータバル
ブ７５，７６→エアーアウト６１→管路６２→管路６５→電磁弁６６→マニュホールド４
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２→電磁弁５６～５９→送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２ｃ、鉗子起上２ｄ（ま
たは、副送水管）→洗浄槽３のルートで還流するので、送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ、
鉗子管２ｃ、鉗子起上２ｄの内部が洗浄される。
【００３１】
　ただし、この場合も、洗浄水を十分に鉗子起上２ｄ（または、副送水管）に送り込むた
め、図１２及び図８の切替タイミング（２）の切替タイミングで電磁弁５６～５９を開閉
する。
　即ち、電磁弁５９を開いて（電磁弁５６，５７，５８は閉）、洗浄水を鉗子起上２ｄ（
または、副送水管）にのみ送り込んでから、電磁弁５８を開いて、洗浄水を鉗子起上２ｄ
（または、副送水管）と鉗子管２ｃに送り込むようにする。
　その後、電磁弁５６，５７を開くことにより、洗浄水を送水・送気管２ａと吸引管２ｂ
にも送り込むようにする。
【００３２】
　洗浄工程の第２段階では、洗浄槽３の洗浄水で内視鏡２の外表面を更に洗浄するため、
電磁弁６６を閉じて、モータバルブ３２を開にする。
　これにより、洗浄槽３の洗浄水が、排水口７１→モータバルブ７２→ポンプ７４→モー
タバルブ７５，７６→エアーアウト６１→管路６２→ミクロバブルノズル６３→洗浄槽３
のルートで還流するので、内視鏡２の外表面が洗浄される。
　また、洗浄槽３の洗浄水が、排水口７１→モータバルブ７２→ポンプ７４→モータバル
ブ７５，７６→エアーアウト６１→管路６４→モータバルブ３２→渦流ノズル１５→洗浄
槽３のルートで還流するので、内視鏡２の外表面が洗浄される。
　洗浄工程の第３段階では、上記の第１段階と第２段階の洗浄工程を交互に実施し、所定
時間経過後、排水工程に移行する。
【００３３】
［排水工程］
　内視鏡洗浄装置のコントロール部１０３は、排水工程の第１段階では、洗浄槽３の洗浄
水を排出するため、モータバルブ７２，７５，７６を開にして、ポンプ７４，７８を起動
する。
　これにより、洗浄槽３の洗浄水が排水口７１から管路７７を通って外部に排出される。
　また、内視鏡２の管路内部に送気するため、電磁弁５５～５９を開にして、エアポンプ
５４を起動する。ただし、電磁弁５６～５９の開閉制御は、図１３及び図８の切替タイミ
ング（３）（１）（１）（４）が示すタイミングで実施する。
　これにより、大気がマニュホールド４２に取り込まれ、マニュホールド４２から大気が
内視鏡２の送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２ｃ及び鉗子起上２ｄ（または、副送
水管）に送り込まれる。
【００３４】
　排水工程の第２段階では、内視鏡２の外表面に付着している泡や汚れを落とすため、第
１段階の処理を継続しつつ、洗浄槽３内の水位レベルセンサが、洗浄槽３内の貯水量が所
定の水量まで低下したことを検知すると、電磁弁２９とモータバルブ３２を開にする。
　これにより、給水口から取り込まれた水が、除菌フィルタ２２→管路２１→減圧弁２３
→管路２４→電磁弁２５→給水ノズル２６→洗浄槽３のルートで送液されるので、内視鏡
２の外表面のすすぎが行われる。
　また、給水口から取り込まれた水が、除菌フィルタ２２→管路２１→減圧弁２３→逆止
弁２８→管路２７→電磁弁２９→管路３０→モータバルブ３２→渦流ノズル１５→洗浄槽
３のルートで送液されるので、内視鏡２の外表面のすすぎが行われる。
【００３５】
　排水工程の第３段階では、洗浄槽３内の水位レベルセンサが、洗浄槽３内の洗浄水が排
出されたことを検知すると、排水工程を完了し、電磁弁２９とモータバルブを閉にして、
消毒液送入工程に移行する。
【００３６】
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［消毒液送入工程］
　内視鏡洗浄装置のコントロール部１０３は、消毒液送入工程では、内視鏡２の管路内部
を消毒するため、モータバルブ５０を閉にして、ポンプ４８を起動する。
　これにより、消毒タンク４７に貯留されている消毒液が、ポンプ４８→管路５２→電磁
弁５３→マニュホールド４２→電磁弁５６～５９→送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子
管２ｃ、鉗子起上２ｄ（または、副送水管）→洗浄槽３のルートで送液されるので、送水
・送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２ｃ、鉗子起上２ｄの内部が消毒される。
　ただし、この場合も、消毒液を十分に鉗子起上２ｄ（または、副送水管）に送り込むた
め、図１４及び図９等の切替タイミング（６）（６）（４）（７）（１）で電磁弁５６～
５９を開閉する。
【００３７】
　内視鏡洗浄装置のコントロール部１０３は、所定時間が経過すると、内視鏡２の外表面
を消毒するため、モータバルブ５０を開にする。
　これにより、消毒タンク４７に貯留されている消毒液が、ポンプ４８→管路５２→電磁
弁５３→マニュホールド４２→電磁弁５６～５９→送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子
管２ｃ、鉗子起上２ｄ（または、副送水管）→洗浄槽３のルート（第１のルートという）
で送液される他、ポンプ４８→管路４９→モータバルブ５０→消毒液蛇口５１→洗浄槽３
のルート（第２のルートという）で送液されるので、内視鏡２の外表面が消毒される。
　なお、第２のルートを開設すると、消毒液の送液圧力が分散されて、内視鏡２の管路内
部には十分に送り込めなくなることがあるが、先に第１のルートのみを開設して、消毒液
を内視鏡２の管路内部に十分に送り込んでいるので、第２のルートを開設しても問題はな
い。
【００３８】
　消毒液送入工程では、洗浄槽３内の水位レベルセンサが、洗浄槽３内の消毒液が規定量
まで貯留されたことを検知すると、消毒液送入工程を完了し、ポンプ４８を停止して、消
毒液浸漬工程に移行する。
【００３９】
［消毒液浸漬工程］
　内視鏡洗浄装置のコントロール部１０３は、消毒液浸漬工程では、所定の時間が経過す
ると、消毒液浸漬工程を完了し、消毒液回収工程に移行する。
　なお、消毒液浸漬工程における電磁弁５６～５９の開閉制御は、図１５及び図８の切替
タイミング（４）（３）の切替タイミングで実行する。
【００４０】
［消毒液回収工程］　内視鏡洗浄装置のコントロール部１０３は、消毒液回収工程では、
洗浄槽３の消毒液を消毒タンク４７内に回収するため、モータバルブ７２，７５を開にし
て、ポンプ７４を起動する。
　これにより、洗浄槽３の消毒液が排水口７１からモータバルブ７２，７５を通って消毒
タンク４７内に回収される。
　また、内視鏡２の管路内部に送気するため、電磁弁５５～５９を開にして、エアポンプ
５４を起動する。ただし、電磁弁５６～５９の開閉制御は、図１６及び図８の切替タイミ
ング（３）（１）（１）（１）（４）が示すタイミングで実施する。
　これにより、大気がマニュホールド４２に取り込まれ、マニュホールド４２から大気が
内視鏡２の送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２ｃ及び鉗子起上２ｄ（または、副送
水管）に送り込まれる。
　消毒液回収工程では、洗浄槽３内の水位レベルセンサが、洗浄槽３内の消毒液が回収さ
れたことを検知すると、消毒液回収工程を完了し、貯水工程に移行する。
【００４１】
［貯水工程］　内視鏡洗浄装置のコントロール部１０３は、貯水工程では、洗浄槽３に洗
浄水を貯留するため、電磁弁２５，２９及びモータバルブ３２を開にする。
　この貯水工程では、洗浄剤の注入を行わない点を除いて、先に説明した貯水工程と同様
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であるため、詳細な説明は省略する。
　ただし、電磁弁５６～５９の開閉制御は、図１７及び図８の切替タイミング（５）（５
）（１）が示すタイミングで実施する。
【００４２】
［すすぎ工程］
　次に、内視鏡洗浄装置のコントロール部１０３は、すすぎ工程では、洗浄槽３の洗浄水
が所定の水量になるまで排出するため、モータバルブ７２，７５，７６を開にして、ポン
プ７４，７８を起動する。
　これにより、洗浄槽３の洗浄水が排水口７１から管路７７を通って外部に排出される。
【００４３】
　次に、コントロール部１０３は、洗浄槽３内の水位レベルセンサが、洗浄槽３の洗浄水
が所定の水量になったことを検知すると、その洗浄水の排水を継続しながら、給水口から
洗浄水を給水して、内視鏡２の外表面及び管路内部のすすぎを行うため、電磁弁２９，３
４，５６～５９及びモータバルブ３２を開にする。ただし、電磁弁５６～５９の開閉制御
は、図１８及び図８の切替タイミング（１）が示すタイミングで実施する。
　これにより、給水口から取り込まれた水が渦流ノズル１５から洗浄槽３に供給されるの
で、内視鏡２の外表面のすすぎが行われる。
　また、給水口から取り込まれた水がマニュホールド４２に取り込まれ、マニュホールド
４２から水が内視鏡２の送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２ｃ及び鉗子起上２ｄ（
または、副送水管）に送り込まれるので、内視鏡２の管路内部のすすぎが行われる。
　コントロール部１０３は、所定時間が経過すると、すすぎ工程を完了し、排水工程に移
行する。
【００４４】
［排水工程］
　排水工程の第１段階と第２段階は、先に説明した排水工程と同様であるため説明を省略
する。
　内視鏡洗浄装置のコントロール部１０３は、排水工程の第３段階では、洗浄槽３内の水
位レベルセンサが、洗浄槽３の洗浄水が空になったことを検知すると、内視鏡２の管路内
部を殺菌するため、電磁弁５５を閉にして、ポンプ４４を起動する。
　これにより、アルコールタンク７に貯留されているアルコールが、ポンプ４４→逆止弁
４６→管路４５→逆止弁４３→マニュホールド４２→電磁弁５６～５９→送水・送気管２
ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２ｃ、鉗子起上２ｄ（または、副送水管）→洗浄槽３のルートで
送液されるので、送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２ｃ、鉗子起上２ｄの内部が殺
菌される。
　ただし、この場合も、アルコールを十分に鉗子起上２ｄ（または、副送水管）に送り込
むため、図１９及び図８の切替タイミング（１）の切替タイミングで電磁弁５６～５９を
開閉する。
　コントロール部１０３は、所定時間が経過すると、排水工程を完了し、送気工程に移行
する。
【００４５】
［送気工程］
　内視鏡洗浄装置のコントロール部１０３は、排水工程では、送水・送気管２ａ、吸引管
２ｂ、鉗子管２ｃ、鉗子起上２ｄに残っているアルコールを蒸発させるため、ポンプ４４
を停止する一方、エアポンプ５４を起動して、電磁弁５５を開にする。ただし、電磁弁５
６～５９の開閉制御は、図２０及び図８の切替タイミング（１）が示すタイミングで実施
する。
　これにより、大気がマニュホールド４２に取り込まれ、マニュホールド４２から大気が
内視鏡２の送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２ｃ及び鉗子起上２ｄ（または、副送
水管）に送り込まれるので、送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子管２ｃ、鉗子起上２ｄ
に残っているアルコールが蒸発する。
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　コントロール部１０３は、所定時間が経過すると、送気工程を完了し、内視鏡の洗浄を
終了する。図２１は工程完了時の電磁弁５６～５９の開閉状態を示している。
【００４６】
　次に、内視鏡洗浄装置の配管消毒（自己装置消毒）工程について説明する。
　配管消毒の作業は、必要に応じて行うものであり、給水元に接続している給水ホースを
給水口から外し、装置背面の消毒接続口に接続する。
　内視鏡洗浄装置のコントロール部１０３は、配管消毒工程の第１段階では、モータバル
ブ５０，５３を開にして、ポンプ４８を起動する。
　これにより、消毒タンク４７に貯留されている消毒液が、ポンプ４８→管路５２→電磁
弁５３→マニュホールド４２→電磁弁５６～５９→送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ、鉗子
管２ｃ、鉗子起上２ｄ（または、副送水管）→洗浄槽３のルートで送液されるので、消毒
液が送液されるルートの配管が消毒される。
　また、消毒タンク４７に貯留されている消毒液が、ポンプ４８→管路４９→モータバル
ブ５０→消毒液蛇口５１→洗浄槽３のルートで送液されるので、消毒液が送液されるルー
トの配管が消毒される。
【００４７】
　配管消毒工程の第２段階では、モータバルブ３２，７２，７５，７６を開にして、ポン
プ７４を起動する。
　これにより、洗浄槽３の消毒液が、排水口７１→モータバルブ７２→ポンプ７４→モー
タバルブ７５，７６→エアーアウト６１→管路６２→ミクロバブルノズル６３→洗浄槽３
のルートで送液されるので、消毒液が送液されるルートの配管が消毒される。
　また、洗浄槽３の消毒液が、排水口７１→モータバルブ７２→ポンプ７４→モータバル
ブ７５，７６→エアーアウト６１→管路６４→モータバルブ３２→渦流ノズル１５→洗浄
槽３のルートで送液されるので、消毒液が送液されるルートの配管が消毒される。
【００４８】
　配管消毒工程の第３段階では、モータバルブ９１及び電磁弁２５，２９，３４を開にす
る。
　これにより、洗浄槽３の消毒液が、排水口７１→モータバルブ７２→ポンプ７４→モー
タバルブ７５，７６，９１→管路９２→逆止弁９３→消毒接続口→給水口→除菌フィルタ
２２→管路２１→減圧弁２３→管路２４→電磁弁２５→給水ノズル２６→洗浄槽３のルー
トで送液されるので、消毒液が送液されるルートの配管が消毒される。
　また、洗浄槽３の消毒液が、排水口７１→モータバルブ７２→ポンプ７４→モータバル
ブ７５，７６，９１→管路９２→逆止弁９３→消毒接続口→給水口→除菌フィルタ２２→
管路２１→減圧弁２３→管路２８→逆止弁２７→電磁弁２９→モータバルブ３２→渦流ノ
ズル１５→洗浄槽３のルートで送液されるので、消毒液が送液されるルートの配管が消毒
される。
　また、洗浄槽３の消毒液が、排水口７１→モータバルブ７２→ポンプ７４→モータバル
ブ７５，７６，９１→管路９２→逆止弁９３→消毒接続口→給水口→除菌フィルタ２２→
管路２１→減圧弁２３→管路２８→逆止弁２７→電磁弁２９→管路３３→電磁弁３４→管
路３５→管路４５→マニュホールド４２→電磁弁５６～５９→送水・送気管２ａ、吸引管
２ｂ、鉗子管２ｃ、鉗子起上２ｄ（または、副送水管）→洗浄槽３のルートで送液される
ので、消毒液が送液されるルートの配管が消毒される。
【００４９】
　配管消毒工程の第４段階では、第３段階において、消毒液を所定時間還流すると、その
消毒液を排出するため、ポンプ７８を起動する。
　これにより、洗浄槽３の消毒液が排水口７１から管路７７を通って外部に排出される。
【００５０】
　以上で明らかなように、この基本構成例１によれば、送水・送気系を構成している管路
の開閉を制御して、タンクに貯留されている液体又は大気を送り込む内視鏡２の管路を切
り替える管路切替手段を設けるように構成したので、内視鏡２が微細径の管路を有してい
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る場合でも、その微細径の管路を十分に洗浄することができる効果を奏する。
【００５１】
　具体的には、内視鏡２が有している複数の管路の中に鉗子起上２ｄ（または、副送水管
）が含まれている場合、その鉗子起上２ｄ（または、副送水管）以外の送水・送気管２ａ
、吸引管２ｂ及び鉗子管２ｃ内には液体又は大気を送り込まず、その鉗子起上２ｄ（また
は、副送水管）にのみ液体又は大気を送り込む切替タイミングを備えるように構成したの
で、径が微細であり、かつ、内部にワイヤが存在している鉗子起上２ｄ等にも、十分に液
体や大気を送り込むことができる効果を奏する。
【００５２】
　この基本構成例１では、鉗子起上２ｄ（または、副送水管）以外の送水・送気管２ａ、
吸引管２ｂ及び鉗子管２ｃ内には液体又は大気を送り込まず、その鉗子起上２ｄ（または
、副送水管）にのみ液体又は大気を送り込む切替タイミングを備えるものについて示した
が、図１１、図１２、図１４、図１５、図１６の符号Ｔに示すように、鉗子起上２ｄ（ま
たは、副送水管）以外の送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ及び鉗子管２ｃ内に液体又は大気
を送り込む時間より、その鉗子起上２ｄ（または、副送水管）内に液体又は大気を送り込
む時間を長くするようにしてもよい。
　この場合にも、径が微細であり、かつ、内部にワイヤが存在している鉗子起上２ｄ等に
も、十分に液体や大気を送り込むことができる効果を奏する。
【００５３】
実施の形態１．
　上記基本構成例１では、洗剤タンク６やアルコールタンク７に貯留されている洗剤やア
ルコール又は大気を内視鏡２の複数の管路に分配するマニュホールド４２を設置している
ものについて示したが、マニュホールド４２が水平に設置されている場合、マニュホール
ド４２の内に液体（消毒液、洗浄水、すすぎ水）が溜まることがある。
　そこで、この実施の形態１では、マニュホールド４２の内に溜まった液体を容易に廃液
できるようにするため、マニュホールド４２を斜めに設置して（例えば、マニュホールド
４２を右側に傾けて設置する）、例えば、マニュホールド４２の右側に液体を集めるよう
にしている。図２２はマニュホールド４２を示す斜視図である。
【００５４】
　即ち、図２２に示すように、電磁弁５９が閉じている間に、電磁弁５６，５７，５８を
開にして、大気をマニュホールド４２に供給すると、マニュホールド４２内の片側に偏っ
て溜まった液体は、径が大きくて、流路抵抗が少ない送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ及び
鉗子管２ｃを通じて容易に廃液させることが可能になる。この結果、電磁弁５９を開にし
たとき、Ｐ３カプラ１４に対して、大気を容易かつ短時間で送通させることができる。
　これにより、径が大きい送水・送気管２ａなどをマニュホールド４２の右側に接続すれ
ば、マニュホールド４２の内に溜まった液体を容易に廃液することができる効果を奏する
。
【００５５】
参考例１．
　上記基本構成例１では、１個の内視鏡２を洗浄槽３にセットして洗浄するものについて
示したが、この参考例１では、２個の内視鏡２を洗浄槽３にセットして洗浄するものにつ
いて説明する。
　図２３はこの発明の参考例１による内視鏡洗浄装置の配管系統を示す構成図であり、図
において、図５と同一符号は同一または相当部分を示すので説明を省略する。
　逆止弁１１１は減圧弁２３の２次側に接続され、管路１１２は電磁弁１１３を介して管
路４５と接続されている。
　モータバルブ１１４は洗浄槽３の排出口７１と排水槽１１５の間に接続されている。
　エアポンプ１１６は外部から大気を取り込み、その大気を電磁弁１１７を介して気泡吹
出口１１８から出力する。
【００５６】
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　上記基本構成例１では、内視鏡洗浄装置のコントロール部１０３が、図８及び図９にお
ける７通りの切替タイミングのいずれかを実施して、電磁弁５６～５９を開閉するが、こ
の基本構成例１では、内視鏡洗浄装置のコントロール部１０３が、図２４の“管路切替タ
イミング”の欄に示すように、図２５及び図２６における９通りの切替タイミングのいず
れかを実施して、電磁弁５６～５９を開閉する。
【００５７】
　具体的には、消毒液送入工程においてのみ、上記基本構成例１と相違している。
　消毒液送入工程において、上記基本構成例１では、（６）（６）（４）（７）（１）の
切替タイミングを実施しているが、この参考例１では、（６）（６）（４）（７）（８）
（９）（１）の切替タイミングを実施するようにしている。
　なお、図２７～図３８は各工程の具体的な切替タイミングを示している。
【００５８】
　この参考例１のように、２個の内視鏡２を洗浄槽３にセットして洗浄する場合でも、上
記基本構成例１と同様に、鉗子起上２ｄ（または、副送水管）にのみ液体又は大気を送り
込む切替タイミングを備えるようにしているので、径が微細であり、かつ、内部にワイヤ
が存在している鉗子起上２ｄ等にも、十分に液体や大気を送り込むことができる効果を奏
する。
　なお、図２８、図２９、図３１、図３２、図３３の符号Ｔに示すように、鉗子起上２ｄ
（または、副送水管）以外の送水・送気管２ａ、吸引管２ｂ及び鉗子管２ｃ内に液体又は
大気を送り込む時間より、その鉗子起上２ｄ（または、副送水管）内に液体又は大気を送
り込む時間を長くするようにしてもよい。
　この場合にも、径が微細であり、かつ、内部にワイヤが存在している鉗子起上２ｄ等に
も、十分に液体や大気を送り込むことができる効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】この発明の基本構成例１による内視鏡洗浄装置を示す正面図である。
【図２】この発明の基本構成例１による内視鏡洗浄装置を示す背面図である。
【図３】この発明の基本構成例１による内視鏡洗浄装置を示す上面図である。
【図４】内視鏡が収納されている洗浄槽を示す上面図である。
【図５】この発明の基本構成例１による内視鏡洗浄装置の配管系統を示す構成図である。
【図６】この発明の基本構成例１による内視鏡洗浄装置の電気系統を示す構成図である。
【図７】内視鏡洗浄プログラムのチャート構成を示す説明図である。
【図８】送水・送気の具体的なタイミングを示す説明図である。
【図９】送水・送気の具体的なタイミングを示す説明図である。
【図１０】貯水工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図１１】ポンプ起動準備工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図１２】洗浄工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図１３】排水工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図１４】消毒液送入工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図１５】消毒液浸漬工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図１６】消毒液回収工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図１７】貯水工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図１８】すすぎ工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図１９】排水工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図２０】送気工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図２１】工程完了の切替タイミングを示す説明図である。
【図２２】マニュホールドを示す斜視図である。
【図２３】この発明の参考例１による内視鏡洗浄装置の配管系統を示す構成図である。
【図２４】内視鏡洗浄プログラムのチャート構成を示す説明図である。
【図２５】送水・送気の具体的なタイミングを示す説明図である。
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【図２６】送水・送気の具体的なタイミングを示す説明図である。
【図２７】貯水工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図２８】ポンプ起動準備工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図２９】洗浄工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図３０】排水工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図３１】消毒液送入工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図３２】消毒液浸漬工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図３３】消毒液回収工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図３４】貯水工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図３５】すすぎ工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図３６】排水工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図３７】送気工程の切替タイミングを示す説明図である。
【図３８】工程完了の切替タイミングを示す説明図である。
【符号の説明】
【００６０】
　１　本体
　２　内視鏡
　２ａ　送水・送気管
　２ｂ　吸引管
　２ｃ　鉗子管
　２ｄ　鉗子起上（または、副送水管）
　３　洗浄槽
　４　防水カバー
　５　ボトルラック
　６　洗剤タンク（送水・送気系）
　７　アルコールタンク（送水・送気系）
　８　水フィルタカートリッジ
　９　操作パネル
　１１　送気カプラ
　１２　吸引カプラ
　１３　鉗子カプラ
　１４　Ｐ３カプラ
　１５　渦流ノズル
　２１　管路
　２２　除菌フィルタ
　２３　減圧弁
　２４　管路
　２５　電磁弁
　２６　給水ノズル
　２７　管路
　２８　逆止弁
　２９　電磁弁
　３０　管路
　３１　管路
　３２　モータバルブ
　３３　管路
　３４　電磁弁
　３５　管路
　４０　ポンプ（送水・送気系）
　４１　電磁弁（管路切替手段）
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　４２　マニュホールド（送水・送気系）
　４３　逆止弁（送水・送気系）
　４４　ポンプ
　４５　管路（送水・送気系）
　４６　逆止弁（送水・送気系）
　４７　消毒タンク（送水・送気系）
　４８　ポンプ（送水・送気系）
　４９　管路
　５０　モータバルブ
　５１　消毒液蛇口
　５２　管路（送水・送気系）
　５３　電磁弁（管路切替手段）
　５４　エアポンプ（送水・送気系）
　５５　電磁弁（管路切替手段）
　５６　電磁弁（管路切替手段）
　５７　電磁弁（管路切替手段）
　５８　電磁弁（管路切替手段）
　５９　電磁弁（管路切替手段）
　６１　エアーアウト（送水・送気系）
　６２　管路（送水・送気系）
　６３　ミクロバブルノズル
　６４　管路
　６５　管路（送水・送気系）
　６６　電磁弁（管路切替手段）
　７１　排水口
　７２　モータバルブ
　７３　電磁弁
　７４　ポンプ（排水系）
　７５　モータバルブ
　７６　モータバルブ
　７６　モータバルブ
　７７　管路（排水系）
　７８　ポンプ（排水系）
　８１　エアポンプ
　８２　漏水検知カプラ
　８３　オーバーフロー口
　８４　エアー抜きプラグ
　９１　モータバルブ
　９２　管路
　９３　逆止弁
　１０１　電源部
　１０２　センサ
　１０３　コントロール部
　１０４　駆動部
　１１１　逆止弁
　１１２　管路
　１１３　電磁弁
　１１４　モータバルブ
　１１５　排水槽
　１１６　エアポンプ
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　１１７　電磁弁
　１１８　気泡吹出口

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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